
 お世話になっております。 

 早速ではありますが、作品『つい勢いで後輩の童貞を奪っちゃうような女ですが、こん

な私でも愛してくれるんですか？』を読ませていただきましたので、感想を送らせていた

だきます。 

 

 個人的に好きなところは、魅力的で人間味のある生き生きとしたキャラクターたちです。

それぞれに個性があって、恋愛観が違ったりしているところが面白いなと思いました。 

 メインの三人(花音さん・慧さん・一花さん)について感じたことを書かせていただきます。 

 

【桐生花音さん】 

・ストーリーの序盤、慧さんと行為をしている最中、『好きな人に抱かれてるみたいな気持

ちになって、涙が出そうになるよ』とあったので、花音さんは過去に恋愛で何かあったの

だと気付くことができました。簡単に付き合ったり別れたり、彼氏でもない人と行為をし

てしまうという花音さん。過去の恋愛の傷やぽっかり空いた心の穴を埋めるために、寂し

くて男性と寝てしまうのかなと感じました。 

 

・本人にはおそらく悪気がないところが憎めないです。花音さん自身は自分なりに考えて

発言しているのに、それが相手に伝わらず、怒らせたり不快な思いをさせてしまったりす

るという誤解されやすいキャラなのかなと感じました。とはいえ、交友関係に特に難はな

さそうなので良かったです。慧さんとは気まずい関係になってしまったときもありますが

……。 

 

・花音さん自身は自分の外見を可愛くておとなしそうと言っていますが、実際は明るくて

活発な人だという印象を受けました。ノリが良くて話しやすいですし、交友関係が広いの

は納得がいきます。ラップができるのは凄いですね。頭の回転が速くないとできないこと

だなと感じました。 

 

・花音さんは自分の気持ちよりも相手を優先するところがあり、そこが相手を思いやるこ

とができる花音さんの優しさなのだと思いました。 

 バイトの飲み会でも王様ゲームをやりたくなかったのに参加したり、サークルのメンバ

ーで飲もうとなったときに花音さんの家で飲もうと言われて嫌だったのにいいよと言った

り。この優しさが流されやすい性格の一部でもあるのかなと感じました。 

 

・慧さんと付き合っていても恩田先輩のことが忘れられない花音さんですが、慧さんが他

の女の子と話していると気になってしまったり、いつも一緒に居たいと思ったりするとこ

ろがあるので、慧さんのことを結構好きなのだなと思いました。ただそれ以上に、恩田先



輩は花音さんの心の中に住み続けているようですが……。恩田先輩とのことを整理して特

別な思い出にすることは時間がかかっていましたね。それほど人を愛することができた花

音さんは素敵な人だなと思いました。 

 

【水島慧さん】 

・最初はクールで喜怒哀楽をあまり表に出さないタイプかと思っていたら、花音さんの前

だと感情があらわになりますね。 

 

・年上にも物怖じせず、ストレートに物事を言う方だなと感じました。いつも飾らず、砂

直なところにも好感が持てます。 

 

・花音さんのダメなところを見て呆れているときもありましたが、花音さんのマイナスな

部分も愛せる、花音さんにふさわしい人なのではないかと思いました。 

 

・包容力もあって、誠実で、たまに嫉妬深いところが可愛らしいです。花音さんのことが

本当に好きなのが伝わってきます。さらっと好きと言えるところはかっこいいです。 

 

・まだ大学一年生ですが、将来のことも考えていてカナダ留学を決めるなど、しっかりし

ているなと思いました。メーカーの推薦をもらうために早々に努力するところも素敵です。 

 

【一花さん】 

・花音さんを諭してくれる、しっかりとした親友ですね。親友だからといって、いつも花

音さんの味方をするのではなく、辛辣ながらもダメなところはダメと指摘できるのは、仲

が良いからこそだと思います。うわべの友達ではなく、本当に花音さんのことを思ってい

るから言えることもありますよね。二人の信頼関係が目に見えました。 

 

・一花さんは慧さんの想いにも気が付いているようで、察しが良く鋭いですね。そんな中、

花音さんの本当の気持ちを見抜いていて、花音さんの背中を押すシーンは厳しいことを言

いつつも現実を見据えていて、とても強い女性だなと思いました。 

 好きという気持ちはそう簡単には消えないですし、好きな人のことはすぐには忘れられ

ないですよね。それでも、松尾先輩とのことを終わったと認めて、前に進もうとする気持

ちは誰にでもできることではないですし、勇気のいる苦しい決断だったと思います。過去

の恋愛を引きずっていてなかなか前に進めない花音さんとは対照的にすぐ前に進もうとし

ている一花さん。二人の考え方の違いが上手く表現されていますね。 

 

 



【特に好きなシーン】 

 

 花音さんと一花さんが焼肉三郎で飲んでいたときに、花音さんの自虐的な発言に対して

辛辣に返す一花さん。『顔と身体は、のんのいいとこだよ』とあえて花音さんの中身に触れ

ず、外見を誉めるシーン。仲が余程深くないと言えないことですよね。二人がお互いを信

頼しているからこそ、他の人には言えない内緒話もできるわけで……。二人の仲の良さが

よく表れているなと感じました。(第一部・４話) 

 

 さらっと花音さんのことを好きと口にする慧さん。不意打ちだったので、とてもきゅん

としました。シンプルな言葉で、まっすぐ気持ちを伝えるところが素敵だなと。(第一部・

８話目) 

 

 慧さんの『俺がどれだけ花音先輩のことが好きか、花音先輩は全然わかってないんだ』

という台詞にはとてもきゅんきゅんしました。少し拗ねている感じややはり好きとさらっ

と言えるところが最高です。 

 同じく 10話で花音さんが足りなかったものが埋まっていくような気持ちと表現している

ところも好きです。今まで埋められなかった心の穴が埋まっていくようで、幸せな気持ち

で満たされていく花音さんを見て、慧さんと結ばれて本当に良かったなと思いました。花

音さんの心の傷も少しは癒えたことでしょう。(第一部・10話) 

 

 大学が始まって、一花さんの隣に座って話をしているシーン。恩田先輩のことを忘れら

れない花音さんに、一花さんが『過去は過去。今は今じゃないの？』と言っていますね。

確かにその通りです。花音さんが悩んでいるときに一花さんはいつもアドバイスをくれま

すね。花音さんのことをよく知っているからだというのと、一花さんは状況を冷静に見ら

れる力があるからこそ、花音さんの背中を押せるのだと思いました。(第二部・13話) 

 

 『別にたぶらかされてないです。最初から惚れてたから』という慧さんの台詞にもきゅ

んとしました。まっすぐに自分の気持ちを伝えられる人は素直でないとなかなか言えない

と思うので、慧さんの素直さも好きです。花音さんは反応に困っていましたが、嬉しさも

あったのではないでしょうか。(第二部・15話) 

 

 クリスマスイブに花音さんと慧さんがベッドの端に座って話しているシーンの中で、花

音さんが自分の将来について考えたことを慧さんに話すシーンがありましたね。出版社に

就職をして、最終的には独立してフリーライターになりたいと言った花音さん。『あとね、

フリーライターならどこでも出来る仕事だし、もし慧がどっか行くってなった時にもつい

ていけるかなって。……って言ったら重い？』という花音さんの台詞がとても可愛かった



です。確かにフリーライターならどこでも仕事ができますし、慧さんがもし海外転勤にな

ったとしてもついていけますよね。将来のことに不安だった花音さんが慧さんとの未来を

考えたことにも感動しました。慧さんも凄く喜んでいて、見ているこちらまで嬉しくなり

ました。(第二部・15話) 

 

 慧さんの家で提出のレポートを仕上げていた花音さん。慧さんの高校の同窓会の話がき

っかけで、花音さんが磯川くんのことを話したり浮気をしてもいいよと言ったりして、慧

さんが困っていますね。そこで、花音さんが慧さんと恩田先輩を比べてしまうシーン。慧

さんも少なからずショックを受けたと思いますが、花音さんを優しく抱きしめていて、本

当に花音さんのことを一途に大切に思っているのだなと感じました。慧さんが言った言葉

の中で特に印象に残ったのが、『花音先輩を不安にさせないようにがんばるから、俺のこと

を信じてくれませんか？』です。どんな花音さんでも受け止める覚悟が見えましたし、真

剣に花音さんと向き合っている姿が見えました。(第二部・17話) 

 

 花音さんが本当に悩んでいるときに、『一回恩田先輩に会って、確かめてきたら？』と提

案した一花さん。自分では踏ん切りがつかない花音さんの背中を押しましたね。いつもは

辛辣な一花さんですが、花音さんが慧さんを選んでも恩田先輩を選んでも味方でいるから

と言ってくれました。『私はのんの味方だからね』との言葉に花音さんだけでなく、こちら

も泣きそうになってしまいました。一花さんは花音さんが困っているときに新たな視点で、

物事を考えてくれる心強い味方だなと思いました。(第二部・18話) 

 

 花音さんが覚悟を決めてついに恩田先輩と会うことを決めました。恩田先輩は花音さん

より年上ということで、大人の余裕がありますね。そんな中、花音さんが恩田先輩に本当

のことを打ち明けたとき、花音さんがもう手遅れかもと自信を無くしているシーン。恩田

先輩が呆れながらも優しく花音さんにアドバイスする姿に恩田先輩の人柄が見えました。

花音さんが恩田先輩を好きだった理由が分かったような気がします。恩田先輩の優しさが

行動で伝わってきました。(第二部・19話) 

 

 慧さんの部屋で、花音さんが慧さんにやり直したいと言うシーンで、慧さんが感情的に

なったとき、今まで花音さんを待っていた慧さんの心細かった気持ちや花音さんを想う気

持ちがぐっと伝わってきました。記念日も覚えてくれてプレゼントを用意していたなんて、

慧さんは花音さんが戻ってきてくれるのを信じていたのですね。二人が仲直りできて本当

に良かったです。(第二部・20話) 

 

 過去の恋愛を引きずっていた花音さんでしたが、だんだんと花音さんの心の中に慧さん

の存在がありますね。心の中の葛藤がとても丁寧に書かれていて、花音さんの気持ちがよ



く伝わってきました。慧さんと付き合ったからと言って、恩田先輩のことを忘れられない

ところはリアリティがあるなと思いました。恩田先輩のことが本当に好きだったからこそ、

新しい恋愛に恐怖を抱いていた花音さん。幸せだった分、そうではなくなってしまったと

きの反動は大きく、辛いですよね……。しかし、どんなに花音さんが不安を吐露しても、

受け止めてくれた慧さん。慧さんも不安でいっぱいだったと思うのですが、自分の気持ち

より花音さんのことを気遣っていて、とても優しい人だと思いました。器が大きいですね。 

花音さんの気持ちを尊重しつつ、新たな視点からアドバイスをくれる一花さんも幸せを新

たにつかんだようで良かったです。一花さんにも幸せになってもらいたいです。一花さん

の『私はのんの味方だからね』には、本当に感動しました。心細かった花音さんの心を救

ったことだと思います。また、いつも慧さんの味方をしていた一花さんが、大事な決断を

するときには味方でいてくれることに大変安心しました。 

 文章に関してですが、一話ごとの区切りも良く、テンポの良い丁寧な文章だと思いまし

た。 

 きゅんとするポイントも多く、ドキドキしながら読ませていただきました。個人的に、

慧さんが花音さんに対してたまに敬語でなくなるところが好きです。慧さんの前で余裕を

なくしている花音さんも可愛かったです。 

 最初から最後まで、夢中になって読み進めてしまいました。恋愛をしているときの幸せ

な気持ち、不安な気持ちが上手く混ざり合っていましたし、ドキドキする言葉が散りばめ

られていて、とてもきゅんとしました。恋愛の難しさも上手く書かれていましたし、メイ

ンの三人以外のキャラクターも魅力的で感情移入しながら読ませていただきました。個人

的にはあっきーと友達になりたいです。 

  

 この度は素敵な作品を読ませていただき、本当にありがとうございました。 

  


